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電力増幅管に 30A5(Vl)三   二‐

に全部 トランスレス管をft=_ t=
にはセレ)整流器 (半波 )■ = 
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受信周波数帯は、FMIま い、11佃嗜

二` IIま BC帯で 535kc

、1605kc、 SW帯 では

三`4C～ 10｀IC σ)3´D

ンヾ ドになつていろ:

FM受 信回路

インテナは近距離で
`

邑リー ド線を最良方 |

張るだけで十分であ

外部アンテナをリー

弔する。入力回路のJ

スは 300Ω の不平衡1

つている。高周波増市

Vl)の一方の三極管:

、その P―G間の内部

よる帰還を防止し、重

ためにグリツド・ア‐

している。

司波数混合管のグリリ

〔80～ 100Mc)に な
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部左側に4イ ンチのスピーカ、右側に

3個のツマミが配してある。

ダイヤル面には指針の逃げ孔がある

ので、シヤシはそのまま簡単に引出せ

るようになつている。シヤシの右側に

は、FMの高周波増幅部と周波数混合

部および局部発振部をサブシヤシにし

たものを防振用のゴム・クツシヨンを

介して取付けてあり、その左側に回路

順に応じて各部品がコンパクトに配列

されている。シヤシ後方にはFM用 と

SW用の 2本のアンテナ・ ソードおょ

び外部スピーカ端子 (イ ンピーダンス

8Ω)を備ぇてぃる。
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現在市販されている受信機を大別す

ると、比較的高級品に属する標準形と

普及用ともいうべき簡易形に分けられ

る。今回 トリオから発売された AF―

250形 AM―FM両用 3バ ンドラジォ

はFM普及用ホームラジオ (¥7,950)

で簡易形に属するものであるが、高級

品にも匹敵す る AFC(自動周波数調

整)回路を備えたセツトとして注目に

価するので、その概要と測定結果をご

紹介しよう。

外 観 と 構 造

キヤビネツトはホームラジオにふさ

わしい小形 (高 さ13.5cm、 幅 28cm、

奥行 12.5Cm)の  く FM波 (80～ |∞ Mc)

ポリエステル樹脂

製で、パネル面に

は自と黒の大胆な

コントラストに簡

素な直線美を組合

せて、非常に優雅

なデザ イ ンで あ

るもパネル面上部

にダイヤルを、下
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力電圧をそのグリツドに加えることに

より、キヤパシタンス管として働き、

その等価容量を変化することができる

から、AFCと して発振周波数を安定

に保つことができる。

FM中間周波数は 10,7Mcを使用し

ており、TiF、 T2Fがその中間周波 ト

ランスで、いずれも十分な帯域幅(180

kC以上)を もつように複同調回路 に

なつている。

中間周波増幅管としても動作させるの

で、そのグリツド側でFM用 (TlF)と

AM用 (TlA)の 二次側が直列に接い

である。 つまり、FM(10.7MC)に 対

しては AMの IFTは 150Ω 程度のイ

ンピーダンスとして働らき、AM(455

kC)に対してはFMの IFTは 20Ω く

らいのインピーダンスしかないので、

いずれも無視できる大きさでお互に影

響はほとんどないから、回路を簡単に

るために切換えずに直

列のまま使用すしてい

る。

12BA6(V3)で 増幅さ

れた中間周波数はさら

に次の 12BA6(V5)に

供給して増幅するが、

この増幅段では、リミ

ツタ作用を行うために

カソー ドを直接アース

して、グリツド回路に

147kΩ (R21、 R26)と 1

oOPF(C29)を 入れて、

いわゆるグリツド形リ

ミツタとして動作させ

ている。その場合、グ

くシヤシ裏>

-20 ■0  +|  +2
灘 調 周 波 数 (kc)

〔第 6図〕

+4■ 6+3+10 ・ 20 ■

“

リツド電流によつて抵抗 (R21、 R26)に

生ずるバイアス電圧を AVC電圧とし

て中間周波増幅管 (V3)の グリツドに

加えている。

FM検波はグルマニウム・ダイオー

ドOA76を 2個使用した比検波器を

使用しているが、入力信号レベルが変

化してもバランスのくずれにくい平衡

形を採用しているので、常に最良状態

(音量最大、雑音最小および歪率最小

の点が一致している状態)で動作する

特徴をもつている。したがつて、前段

のリミツタ作用はそれほど完全なもの

でなくてよいから、後述のょうにこの

リミツタ管 (V5)は AMの 検波管と

しても使用している。

グルマニウム・ダイオードに直列に

入つている抵抗 100Ω (R5、 R6)は石の

特性のバラツキを補正して、対称的な

正しいSカ ーブ特性にするためのもの

である。

検波出力は最良の音質にするため|こ

時定数 50μ sのデ・エンフアシス回路

を通して 12AV6(V。)の三極管部に

加えて増幅する。その出力をさらに∞

A5(V7)に加えて電力増幅 した後 4

インチのスピーカに供給する。

なお、出力管 Vヽ‐

ら前段 V6の グリツ

かけてあるが、これ、

共振周波数が 2,000c

近にあり、音響的tこ「

から、それを防止す Z

実度特性 (第 3図 サ三

5dBく らい上昇
=―=~

かくするための匡ヽ二

第 4図はFMバ ンヽ

度特性および SN比
=

出力 50mWを 得を,こ

ルは 30～ 35d B(1′ハ
‐
二

場合の SN比 |ま 32dI

FMの特徴がはつき

第 5図は入カレベ ン

の歪とSN上ヒを示し■

dB以上においてiま S)

歪率 1%以下となり、

特性が優れているここ

第 6図 は選択度持七

と歪率の関係を示した

率の限度を 109o`f

出力は735mWと ■■

12BA 6

:2Aヽ
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